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大
崎
市
農
業
委
員
と
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
次
期
委
員

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
要
件
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員

■
応
募
要
件

　
農
業
の
識
見
を
有
し
、
農
地
な

ど
の
利
用
の
最
適
化
推
進
や
農
業

委
員
会
の
所
掌
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
え
る
こ
と
な
ど

■
定
員

　
26
人

※
市
内
全
域
の
定
員
で
す
。
担
当

地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
選
任
方
法

　
委
員
候
補
者
審
査
委
員
会
の
審

査
結
果
か
ら
市
長
が
候
補
者
を
決

定
し
、
市
議
会
の
同
意
を
受
け
た

人
を
市
長
が
任
命

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
振
興
課　



7
0
9
0

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

■
応
募
要
件

　
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
こ

と
な
ど

■
担
当
地
区
と
定
員
　

▼

第
1
区
（
古
川
地
域
の
第
2
・
第

3
区
を
除
く
区
域
）　

3
人

▼

第
2
区
（
古
川
地
域
の
江
合
川

南
部
・
穂
波
か
ら
西
部
の
区

域
）　

3
人

▼

第
3
区
（
古
川
地
域
の
江
合
川

北
部
の
区
域
）　

3
人

▼

第
4
区
（
松
山
地
域
）　

2
人

▼

第
5
区
（
三
本
木
地
域
）　

2
人

▼

第
6
区
（
鹿
島
台
地
域
）　

3
人

▼

第
7
区
（
岩
出
山
地
域
）　

4
人

▼

第
8
区
（
鳴
子
温
泉
地
域
）　

2
人

▼

第
9
区
（
田
尻
地
域
）　

4
人

■
選
任
方
法

　
農
業
委
員
会
が
審
査
を
行
い
、

委
員
を
委
嘱

■
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　



０
５
７
７

共
通
事
項

■
任
期

　
7
月
20
日

～
令
和
5
年
7
月

19
日


 

農
業
委
員
会
事
務
局　



0
5
7
7

農
林
振
興
課　



7
0
9
0

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
被

保
険
者
の
保
険
税
と
、
国
や
県
の

負
担
金
な
ど
を
財
源
と
し
、
県
と

市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
や
健
康
診
査

な
ど
で
自
分
の
健
康
を
守
り
、
医

療
費
の
増
加
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
崎
市
国
保
の
医
療
費

　

平
成
30
年
度
の
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
か
ら
国
保
の

医
療
費
を
見
る
と
、
総
額
で
約

1
0
0
億
８
千
万
円
で
し
た
。

　

医
療
費
の
疾
患
別
割
合
で
上

位
5
つ
の
疾
患
は
、
肺
・
大
腸
・

胃
な
ど
の
「
新
生
物
」
、
高
血
圧
症

な
ど
の
「
循
環
器
系
疾
患
」
、
慢
性

腎
不
全
な
ど
の
「
尿
路
性
器
系
疾

患
」
、
糖
尿
病
な
ど
の
「
内
分
泌
、

栄
養
お
よ
び
代
謝
疾
患
」
、
統
合
失

調
症
や
う
つ
病
の
「
精
神
」
で
約

62
億
5
千
万
円
で
し
た
。（
図
1
）

　

大
崎
市
国
保
の
平
成
30
年
度
医

療
費
は
、一
人
あ
た
り
約
37
万
4
千

円
と
、前
年
度
に
比
べ
約
1
万
4
千

円
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
平
均
の

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
に
比
べ
、約

1
万
8
千
円
少
な
い
も
の
の
、年
々

上
昇
し
て
い
ま
す
。（
図
2
）

　

増
加
す
る
医
療
費
の
適
正
化
の

観
点
か
ら
も
、
予
防
・
健
康
づ
く
り

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
や
医
療
費

の
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
、
健
康
な

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
健
康
診
査
や

各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
受
け
、
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

 

保
険
給
付
課
国
民
健
康
保
険
担
当　



6
0
5
1

健
康
な
生
活
で
医
療
費
の
増
加
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

■疾患別費用割合（図1）

■一人あたりの医療費の平均額（図2）

参考資料：レセプトデータ(大崎市)

38万円

40万円

36万円

34万円
平成28年度 平成29年度 平成30年度

大崎市宮城県

費用

新生物

17億2,554万円

（17.1％）

循環器系疾患

16億3,936万

円（16.3％）

尿路性器系疾患

11億1,696万円

（11.1％）

内分泌、栄養、代謝疾患

9億3,584万円（9.3％）

精神、行動の障がい

8億3,342万円（8.3％）

筋骨格系および結合
組織の疾患
7億6,811万円

（7.6％）

呼吸器系の疾患

6億69万円（6.0％）

消化器系の疾患

5億5,488万円
（5.5％）

神経系の疾患

5億91万円
（5.0％）

その他

14億259万円
（13.8％）

総額
100億7830万円

出典：宮城県

　

市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
や
地

域
活
性
化
に
対
応
す
べ
く
、「
宝
の

都
（
く
に
）・
お
お
さ
き
市
地
方
創

生
総
合
戦
略
」
を
定
め
、
地
方
創
生

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
計
画
期
間
を
終
了
し

ま
す
が
、
地
方
創
生
の
推
進
は
、
最

上
位
計
画
の
「
大
崎
市
総
合
計
画
」

と
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
た
め
、
総
合
計
画
（
前
期
）
の
最

終
年
度
で
あ
る
令
和
3
年
度
ま

で
、
計
画
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

延
長
に
伴
い
、
必
要
な
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

■
公
表
方
法


市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
閲
覧

　

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.o
s
a
k

i.

　

m
iy

a
g

i.jp
/
in

d
e
x

.c
fm

/
1

0
,

　

2
5
0
,2

9
,h

tm
l

）


窓
口
で
の
閲
覧

▼

政
策
課（
市
役
所
西
庁
舎
４
階
）

▼

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

　

東
庁
舎
１
階
市
政
情
報
課
内
）

▼

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

■
募
集
期
間

　

2
月
6
日

～
27
日


■
応
募
方
法

　

計
画
案
に
対
す
る
意
見
と
氏
名

（
名
称
）
、
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず

記
載
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
、
電
話
の
意
見
に
は
応
じ

　

ら
れ
ま
せ
ん
。


持
参
の
場
合

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
８
時

　

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　

政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

　

域
振
興
課
に
持
参


郵
送
の
場
合

　

〒
9
８
９
―

６
１
８
８

　

大
崎
市
古
川
七
日
町
１
番
１
号

　

市
民
協
働
推
進
部
政
策
課
に
郵

　

送
（
2
月
27
日

消
印
有
効
）


フ
ァ
ク
ス
の
場
合

　

政
策
課（


2
4
2
7
）に
送
信


メ
ー
ル
の
場
合

　

政
策
課（s

e
is

a
k

u
@

c
it

y
.

o
s
a
k

i.m
iy

a
g

i.jp

）
に
送
信

 

政
策
課
政
策
企
画
担
当　



2
1
2
9

宝
の
都（
く
に
）・
お
お
さ
き
市
地
方
創
生
総
合
戦

略
延
長
に
伴
う
見
直
し
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
計
画
や
重
要
事
項
を
審
議
す

る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推
進
審

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

大
崎
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
つ
い
て
、
市
民
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
い
く
た
め
、
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
任
期

　

4
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月

31
日
（
2
年
間
）

■
内
容

　

審
議
会
（
年
5
回
程
度
）
へ
の
参

加■
応
募
要
件

　

次
の
条
件
を
満
た
す
人


市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

の
人
で
、
大
崎
市
男
女
共
同
参

画
推
進
審
議
会
に
出
席
で
き
る

人

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心

の
あ
る
人


応
募
の
時
点
で
、
公
務
員
ま
た

は
大
崎
市
の
他
の
審
議
会
な
ど

で
、
公
募
委
員
と
な
っ
て
い
な

い
人

■
定
員

　

1
人

■
募
集
期
間

　

2
月
3
日

～
20
日


■
申
込
先

　

所
定
の
応
募
用
紙
と
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見

（
８
０
０
字
以
内
、
様
式
は
自
由
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
は
、
2
月
20
日


　

必
着
で
す
。

■
応
募
用
紙
の
配
布
・
提
出
先

　

市
民
協
働
推
進
部
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
古
川
七
日
町
１
番
1
号
）

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

t
t
p

:/
/

　

w
w

w
.c

ity
.o

s
a
k
i.m

iy
a
g

i.

　

jp
/
n

e
w

s
/
in

d
e

x
.c

f
m

/

d
e
ta

il.1
.3

6
3

4
5

.h
tm

l

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
は
、
返

却
し
ま
せ
ん
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室　



2
1
0
3

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
応
募
方
法

▼

農
業
者
や
そ
の
関
係
者
、
農
業

者
な
ど
が
組
織
す
る
団
体
、
ま

た
は
個
人
に
よ
る
推
薦

▼

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
候
補

者
自
ら
応
募

■
募
集
期
間

　
3
月
2
日

～
3
月
31
日


※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
の
申
し

　

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
先

　
農
林
振
興
課
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
（
古
川
旭
4

－

1

－

1
）
、
各
総
合
支
所
農
業
委
員
会
事

務
局
で
配
布
す
る
応
募
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

※
必
要
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.o
sa

k
i.

　

m
iy

a
g

i.jp
/
in

d
e
x

.c
fm

/
)

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　
推
薦
者
お
よ
び
推
薦
を
受
け
た

人
、
自
ら
応
募
し
た
人
は
、
法
律
に

よ
り
情
報
の
公
表
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
3
月
中
旬
以
降
、
氏

名
・
年
齢
・
職
業
な
ど
を
掲
示
版
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま
す
。

34万7,761円

35万9,935円
35万7,211円

36万9,425円

39万1,766円

37万4,066円

※費用額は1万円未満を四捨五入

 


